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開会 午前１０時００分 

○議長（今泉正敏君） おはようございます。 

  本日は全員出席で、開議は成立いたします。 

  本日の日程に入ります前に、９月１２日に行いました一般質問において、質問内

容を精査するため最終日まで時間をいただいておりましたので、その報告をさせて

いただきます。 

  発言内容を慎重に検討し、質問議員と協議の上、一部文言の取り消しと字句等の

訂正を行っております。御協力ありがとうございました。 

  以上、一般質問の内容についての報告といたします。 

  それでは、ただいまから本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、お手元に配付しております議事日程のとおりでございます。 

  また、意見書案が１件提出されましたので、本日の議題といたします。 

  それでは、これより日程に従い、議事を進めます。 

  日程第１、議案第３９号、篠栗町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

  本案は、文教厚生委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  後藤委員長。 

○文教厚生委員長（後藤百合子君） 御報告いたします。 

    議案第３９号 

      篠栗町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する 

      条例の制定について 

  本議案は、乳幼児医療助成拡大に伴い、関係規定の整備を行うため、本条例の一

部を改正するものであり、地方自治法第９６条第１項第１号の規定に基づき、議会

の議決を求められたものであります。 

  改正の主な内容は、 

  １．題名を「篠栗町乳幼児・子ども医療費の支給に関する条例」に改めるもの 

  ２．助成対象者を小学校就学前の者から小学校６年生までの者に拡大するもの 

  ３．助成対象のうち、小学生については「入院のみの助成」とするものです。 

  施行期日は、平成２５年４月１日です。 

  なお、経過措置として、新条例の規定は、この条例の施行の日以降に受ける医療

費について適用し、施行日前に受ける医療費は、なお従前の例によること。また、

新条例の施行の際、現に改正前の篠栗町乳幼児医療費の支給に関する条例第５条の
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規定による認定を受けている者は、新条例第５条の規定による認定を受けたものと

みなします。 

  委員会の中で、条例の題名について、「子ども」より「児童」のほうが適当では

ないかという意見がありました。 

  県内の状況は、「子ども」としているところと「児童」としているところどちら

もあり、その定義が曖昧なため、糟屋地区で協議の上、「子ども」に統一すること

にしたとのことであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  終わります。 

○議長（今泉正敏君） ただいまの委員長の報告に対して質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １２番、荒牧議員。 

○１２番（荒牧泰範君） 審議の途中で、小学生は入院のみにとどめるという部分に

ついての意見なり何なりというのは何もなかったんですかね。 

○議長（今泉正敏君） 後藤委員長。 

○文教厚生委員長（後藤百合子君） そのことについてはありませんでした。 

○議長（今泉正敏君） ほかにございますか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（今泉正敏君） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第３９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２、議案第４１号、工事請負変更契約の締結について［篠栗町社会体育館

改修工事］を議題といたします。 

  本案も文教厚生委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  後藤委員長。 

○文教厚生委員長（後藤百合子君） 御報告いたします。 
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         議案第４１号 

工事請負変更契約の締結について 

  本議案は、平成２４年度篠栗町社会体育館改修工事について、変更契約を締結す

るため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定に基づき議会の議決を求められた

ものであります。 

  内容は、篠栗町社会体育館改修工事について、梁布設の追加、工事進捗に支障を

来す付替え工事や施設の不具合箇所の補修工事を行ったことにより、工事請負費７

９６万６,３５０円を増額し、総額５,９６２万６,３５０円で、株式会社淺沼組九

州支店執行役員支店長 田島茂文と変更契約を締結しようとするものであります。 

  なお、設計当初では、地盤の隆起により、床とのすき間が１５センチほどしかな

く、床下の状況確認ができなかったとのことであります。 

  委員からは、変更契約はやむを得ないかもしれないが、もう少し設計の段階から

チェックすべきじゃないかとの意見が出ております。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  終わります。 

○議長（今泉正敏君） ただいまの委員長の報告に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論がございますので、まず反対討論からまいります。 

  反対討論の方。 

  ４番、横山久義議員。 

○４番（横山久義君） 議席番号４番、横山でございます。 

  私は、本議案に反対の立場で意見を申し上げます。 

  本議案は、平成２４年度篠栗町社会体育館改修工事について、元請負代金に元請

負代金の１５.４％強に当たる７９６万６,３５０円を追加し、契約金額を５,９６

２万６,３５０円に変更する変更契約を締結するため、議会の議決を求められたも

のであります。 

  ただ、この工事は、業者の指名基準や発注基準を定めた要綱等に違反して発注さ

れたことから、最初の契約締結時にも反対した経緯があります。したがいまして、

今回の変更契約にも整合性を保つため、反対をいたします。 
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  また、今回の変更の主な理由が、説明によりますと、不可避な地盤の隆起に対し

梁を補強追加することで構造体力が向上し、隆起の抑制ができるため、この箇所の

工事を追加するとありますが、設計を実施する際、この体育館の地盤の特殊性は十

分わかっていたはずであります。それにもかかわらず、本設計の基本とも言うべき

梁の補強を追加しなければならないこと自体、理解に苦しみます。今後、設計事務

所を指名する場合は、その力量を十分考慮されることを強く要望し、反対討論を終

わります。 

○議長（今泉正敏君） 次に、賛成討論のある方ありませんか。 

  次に、反対討論のある方。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（今泉正敏君） 賛成多数と認めます。 

  よって、議案第４１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第３、議案第４２号、平成２３年度篠栗町水道事業会計剰余金の処分につい

てを議題といたします。 

  本案は、決算審査特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  草場委員長。 

○決算審査特別委員会委員長（草場謙次君） 報告いたします。 

     議案第４２号 

平成２３年度篠栗町水道事業会計剰余金の処分について 

  本議案は、平成２３年５月に公布された地域主権改革一括法の施行に伴い、地方

公営企業法の一部が改正され、平成２３年度の決算から減債積立金などの法定積立

金の積み立て義務が廃止され、剰余金を処分する場合、条例もしくは議会の議決に

より積み立てることとなったことから、利益剰余金のうち１,２００万円を減債積

立金へ積み立てを行う剰余金処分について、地方公営企業法第３２条第２項の規定

に基づき、議会の議決を求められたものであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  報告を終わります。 



－ 47 － 

○議長（今泉正敏君） ただいまの委員長の報告に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（今泉正敏君） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４２号は、委員長報告のとおり可決することに決定されました。 

  日程第４、議案第４３号、平成２３年度篠栗町歳入歳出決算の認定についてを議

題といたします。 

  本案も決算審査特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  草場委員長。 

○決算審査特別委員会委員長（草場謙次君） 報告します。 

      議案第４３号 

平成２３年度篠栗町歳入歳出決算の認定について 

  本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２３年度篠栗町一般

会計及び特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定を求めら

れたものであります。 

 一般会計においては、 

  歳入総額        ９５億６１１万３,４８０円 

  歳出総額        ８９億７,２４１万３,１１３円 

  歳入歳出差引額     ５億３,３７０万３６７円 

  翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費繰越額 ５,３３４万３,７６０円 

  実質収支額は      ４億８,０３５万６,６０７円です。 

  特別会計については、 

 国民健康保険特別会計 

  歳入総額        ２９億１,８８３万４,９６６円 

  歳出総額        ２９億６,６４８万６,７３４円 

  歳入歳出差引額     △４,７６５万１,７６８円 
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  翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、実質収支額は△４,７６５万１,７

６８円です。 

 後期高齢者医療特別会計 

  歳入総額        ３億７３１万１,０９０円 

  歳出総額        ３億１６７万９,９００円 

  歳入歳出差引額     ５６３万１,１９０円 

  翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、実質収支額は５６３万１,１９０

円です。 

 流域関連公共下水道事業特別会計 

  歳入総額        ８億９,４９４万２１０円 

  歳出総額        ８億８,５９０万９,８１０円 

  歳入歳出差引額     ９０３万４００円 

  翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、実質収支額は９０３万４００円で

す。 

 水道事業会計 

  収益的収入額      ４億９,８５７万７４５円 

  収益的支出額      ４億７,０９０万９,７１２円 

  当年度純利益      ２,４９０万８３３円 

  前年度繰越利益剰余金  １２億７,９０８万６,３４６円 

  当年度未処分利益剰余金 １３億３９８万７,１７９円 

  翌年度繰越利益剰余金  １２億９,１９８万７,１７９円です。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する１億４,６２５万６６円は、損益

勘定留保資金等で補填しております。 

  詳細については決算審査特別委員会において慎重な審査がなされておりますので、

省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、賛成多数にて原案のとおり認定い

たしております。 

  報告を終わります。 

○議長（今泉正敏君） ただいまの委員長の報告に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 
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  討論はありませんか。 

  討論がございますので、まず反対討論からまいります。 

  反対討論のございます方。 

  ４番、横山久義議員。 

○４番（横山久義君） 議席番号４番、横山でございます。 

  私は、本議案の平成２３年度篠栗町歳入歳出決算のうち一般会計についてのみ認

定に反対いたします。そして、その立場で意見を申し上げます。 

  本決算には、平成２３年度一般会計補正予算（第６号）に対する反対討論で意見

を申し上げました総合保健福祉センターのバイオマスボイラー建設費が含まれてお

ります。バイオマスボイラーの設置そのものには反対する理由はありませんが、だ

れが設計・積算したかも明らかにされないまま建設された施設及び建設に要した支

出を認めるわけにはいきません。 

  したがいまして、本議案の認定には反対いたします。 

○議長（今泉正敏君） 次に、賛成討論のある方ございませんか。 

  次に、反対討論のある方。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、認定です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（今泉正敏君） 賛成多数と認めます。 

  よって、議案第４３号は、委員長報告のとおり認定することに決定されました。 

  日程第５、議案第４４号、平成２４年度篠栗町一般会計補正予算（第２号）につ

いてを議題といたします。 

  本案は、予算審査特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  草場委員長。 

○予算審査特別委員会委員長（草場謙次君） 報告します。 

    議案第４４号 

平成２４年度篠栗町一般会計補正予算（第２号）について 

  本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ５億６６２万円を追加し、予算の

総額を歳入歳出それぞれ１０３億８９３万４,０００円とするものです。 

  歳出の主なものは、 
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 民生費において 

   ・ 国・県補助金返還金……………………………２,３２３万１,０００円 

 衛生費において 

   ・ ポリオ予防接種事業委託料……………………１,１８４万９,０００円 

 農林水産業費において 

   ・ 極楽池維持補修工事……………………………３,１００万円 

 土木費において 

   ・ 地すべり対策費…………………………………８,６００万円 

   ・ 町道整備費………………………………………５,５００万円 

   ・ 河川改修費………………………………………１,７４０万円 

 公債費において 

   ・ 繰上償還…………………………………………２億７,０４６万７,０００円

などです。 

  歳入の主なものは、 

   ・ 普通交付税………………………………………２,７５７万６,０００円 

   ・ 農村環境整備事業費補助金……………………１,５００万円 

   ・ 繰越金……………………………………………３億８,０３５万６,０００円 

   ・ 自然災害防止事業債……………………………８,６００万円などです。 

  債務負担行為では、平成２３年度粕屋南部消防組合分担金２,０００万７,０００

円が追加されております。 

  地方債補正では、臨時財政対策債と防災対策事業債の起債の限度額がそれぞれ変

更されております。 

  詳細については、予算審査特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で、省略いたします。 

  当委員会において採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決いたしております。 

  報告を終わります。 

○議長（今泉正敏君） ただいまの委員長の報告に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 
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  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（今泉正敏君） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第６、議案第４５号、平成２４年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）についてを議題といたします。 

  本案も予算審査特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  草場委員長。 

○予算審査特別委員会委員長（草場謙次君） 報告いたします。 

    議案第４５号 

      平成２４年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第３ 

      号）について 

  本議案は、平成２４年度篠栗町国民健康保険特別会計予算に歳入歳出それぞれ７,

０３７万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１億８,

６５７万１,０００円とするものです。 

  増額の主なものは、 

 ・歳出 一般被保険者償還金………………………………５,７０５万３,０００円 

     退職被保険者等償還金……………………………１,５６７万１,０００円 

 ・歳入 一般被保険者国民健康保険税……………………８１３万３,０００円 

     財政調整交付金……………………………………５,７０５万３,０００円 

     療養給付費交付金…………………………………１,５０２万９,０００円 

  減額の主なものは、 

 ・歳出 介護納付金…………………………………………１６万７,０００円 

     前年度繰上充用金…………………………………２３４万９,０００円 

 ・歳入 前期高齢者交付金…………………………………８０３万３,０００円など

です 

  詳細については、予算審査特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で、省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  報告を終わります。 
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○議長（今泉正敏君） ただいまの委員長の報告に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（今泉正敏君） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第７、議案第４６号、平成２４年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）についてを議題といたします。 

  本案も予算審査特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  草場委員長。 

○予算審査特別委員会委員長（草場謙次君） 報告します。 

    議案第４６号 

      平成２４年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

      ２号）について 

  本議案は、平成２４年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算に歳入歳出それぞれ

１,１２９万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億５,

２３６万円とするものです。 

  増額の内訳については、 

 ・歳出 後期高齢者医療広域連合納付金…………………１,１０７万６,０００円 

     保険料還付金………………………………………２１万８,０００円 

 ・歳入 普通徴収保険料……………………………………５５９万９,０００円 

     繰越金………………………………………………５６３万１,０００円 

     諸収入………………………………………………６万４,０００円です。 

  詳細については、予算審査特別委員会において慎重な審査がなされておりますの

で、省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 
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  報告を終わります。 

○議長（今泉正敏君） ただいまの委員長の報告に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（今泉正敏君） 全員賛成と認めます。 

  よって、議案第４６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第８、請願１号、「少人数学級推進」、「義務教育費国庫負担制度拡充」を

国の関係機関に求める意見書提出に関する請願を議題といたします。 

  本案は、文教厚生委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  後藤委員長。 

○文教厚生委員長（後藤百合子君） 

 請願１号 

      「少人数学級推進」、「義務教育費国庫負担制度拡充」を 

      国の関係機関に求める意見書提出に関する請願 

  本請願は、篠栗町大字和田９１０－１７５、一ノ瀬治茂氏より提出されたもので

あります。なお、審査当日は、説明者として一ノ瀬氏ほか荒木二夫氏が出席されて

おります。 

  主な請願内容は以下のとおりです。 

  昨年度は、「義務標準法」の改正に伴って、小学校１年生の３５人以下学級が実

現しました。しかし、残念なことに、今年度期待された小学校２年生の３５人以下

学級化については法改正が見送られ、加配措置にとまりました。 

  文部科学省が２０１０年に実施した調査の結果では、「小中学校の学級規模」と

して、保護者の６割以上が２６人から３０人の規模が望ましいという意見を挙げて

います。このように、保護者も少人数学級を望んでいることは明らかです。 

  また、子どもたちが全国どこに住んでいても、機会均等に一定水準の教育が受け

られることが憲法上の要請です。三位一体改革では、義務教育費国庫負担制度の国
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負担割合は２分の１から３分の１に引き下げられ、自治体財政を圧迫するとともに、

教育条件格差も生み出しています。 

  そこで、２０１３年度政府の予算編成において、 

 １．少人数学級を推進すること。当面、小学校２年生以上の３５人以下学級を早期

に実現すること。 

 ２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持

とともに、国負担割合を２分の１に復元すること。 

  以上のことについて、地方自治法第９９条の規定に基づき、国の関係機関に対し

意見書の提出を求められたものであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて採択することに決し

ております。 

  以上でございます。 

○議長（今泉正敏君） ただいまの委員長の報告に対して質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  討論なしと認め、採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、採択です。 

  本案を委員長報告のとおり決定することに賛成の方は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（今泉正敏君） 全員賛成と認めます。 

  よって、請願１号は、委員長報告のとおり採択することに決定されました。 

  日程第９、意見書案第２号、地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実す

る仕組み」の構築を求める意見書を議題といたします。 

  本案は、議員全員による発議ですので、直ちに採決を行います。 

  お諮りします。 

  意見書案第２号を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（今泉正敏君） 異議なしと認めます。 

  よって、意見書案第２号は、原案のとおり可決されました。 

○議長（今泉正敏君） 日程第１０、常任委員会の閉会中の継続調査の件を議題とい
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たします。 

  総務建設・文教厚生各常任委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元

に配付の申出書のとおり、閉会中の継続調査の申し出があっております。 

  お諮りいたします。 

  総務建設・文教厚生両委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（今泉正敏君） 異議なしと認めます。 

  よって、総務建設・文教厚生両委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査と

することに決定しました。 

  ここで、招集日に配付しておりました各常任委員会の閉会中の調査結果について

質疑等があれば受けたいと思いますが、質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、お諮りいたします。 

  本会議中、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正につきましては、会議規則

第４５条の規定により、議長に委任していただきたいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（今泉正敏君） 異議なしと認めます。 

  よって、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正は議長に委任していただくこ

とに決定いたしました。 

  以上で、本定例会の日程は全て終了いたしました。 

  ここで町長、何か発言することがありましたら、許可いたします。 

  三浦町長。 

○町長（三浦 正君） 平成２４年第３回定例会の閉会に当たり、御挨拶申し上げま

す。 

  長時間にわたる審議、まことにありがとうございました。 

  平成２３年度決算の認定や平成２４年度補正予算など、上程いたしました１０議

案全てについて可決いただきましたことに感謝申し上げます。 

  第３回定例会会期中の９月１１日で、「東日本大震災」から１年半経過いたしま

した。１年前の第３回定例会閉会挨拶で私は、「震災後６カ月ということで、テレ

ビや新聞では現在の状況、これからの被災地の復興に向けての方策、福島原発事故
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対応等の特集が相次いで組まれていましたが、とにかく国・県を初め民間も一体と

なった復興への意思表示を強く打ち出した取り組みの継続が望まれるところであり

ます。今後、日本全体で痛みを分かち合いながら、被災地の復旧・復興、日本の復

興を進めていかなければなりません」と所感を述べました。 

  あれから１年たって、報道での震災後１年半の経過の特集を見るときに、昨年述

べた所感から一歩先に進んで、ここまで国は被災地住民のためにやってくれている。

だんだん先が見えてきたようだと述べることがまだまだできないことに、規模の大

小はあれ、同じ住民を守る仕事をしている身として、内心じくじたる思いがいたし

ます。 

  特に、この半年間の与野党間の政争は見るにたえないものがあります。早々に解

散総選挙が行われ、日本の将来を真に憂い、本腰で復興に取りかかる、そして最近、

特に揺らいでいる外交問題をしっかり落ちつかせて、アジアの玄関口としての九州

福岡に住む私たちにとっても、安心を与えてくれるような政権の誕生を望んでおり

ます。 

  さて、平成２３年度決算の認定を受けました。一般会計決算の総括をいたします

と、経常収支比率は８９％と、９０％を切ることができました。まだまだ目標とす

る８０％台半ばまでの道のりは険しいものがありますが、平成２４年度以降も少な

い財源を有効に、そして効率的に配分し、さらなる健全財政を目指してまいりたい

と考えております。 

  そうした中で、一番効果的な策は人事の効率化であります。職員が毎年一歩ずつ

能力をアップさせ、他の自治体にあっと驚くような能力を身につけることで、仕事

のさらなる効率化が図られ、時間外労働が減少し、臨時職員の効率的配置等による

人件費の削減に結びつくと考えております。 

  昨年、代表監査委員から御指摘をいただいた人件費の無駄を省く、人件費の無駄

を省くとはどういう対策が必要か。英知を集めて多面的に検討されることを提案す

る。その場合、組織改革や人員配置のほかに、職員の日々の行動のあり方の中に、

「５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）」の考え方を取り入れることを提案すると

の言葉の重みをこれからも職員全体で考え続け、行動に移してまいります。 

  努力にゴールはないと信じております。頑張れば頑張った分だけ職員の力となり、

篠栗町の力となると信じております。監査委員からいただいた提言、そして決算審

査特別委員会で議員の皆様からいただいた今後の改善に向けたさまざまな御意見、

要望を尊重して、２４年度下半期、そして２５年度以降に向けて、さらに職員一層
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努力してまいりたいと考えております。 

  さて、決算連合審査の中で御質問がありましたので、昨年度に私から、天空会館

建設に係る疑問について御報告しておりました件の現時点での中間報告をいたしま

す。 

  昨年半ばに町が保管しております書類の中に、「積算数量拾書」と呼ばれる設計

金額を算定するための計算書が２種類見つかり、新たな疑問が生まれました。関係

機関や顧問弁護士と意見交換を重ね、平成２３年１２月に、設計会社に真相解明に

協力していただきたい旨の照会書を送付いたしました。残念ながらその設計会社か

ら、当時の担当者は退社しており、詳細はわからない。当該建設に係る設計関係書

類は、当社の保存期限を経過しており、照会された資料に対する検証はできかねる

との回答でありました。 

  顧問弁護士との協議の結果、当該設計会社にこれ以上、この積算数量拾書に関す

る解明を求めるのは無理であろうとの判断に至りました。真実は闇に隠れてしまい

ましたが、積算数量拾書に関する疑問は解けたわけではありません。今後、新たな

証言や事実が出ましたら、引き続き真相究明を行ってまいりたいと考えております。 

  地方分権が一層進むこれからの時代、町の個性をいかにしてつくるかがこれから

のまちづくりのキーポイントであると言っても過言ではありません。これまで長い

期間そうであったように、他の自治体がやっているとおりの護送船団方式の自治体

運営が行われ、横並びこそよしとする時代は早晩終えんを迎えます。これからはい

かにして個性を創造するか、そしてそれに向かって考え、行動していく中に、職員

も住民もいかに喜びを感じることができるかが大事なポイントであると考えており

ます。まさに２１世紀型の新しい公共であります。 

  孫・子の時代になって振り返ったときに、「あの時代に多くの汗を流してくれた

議員の皆さんが、行政のみんなが、そして自分たちの家族や地域の人たちがいたか

らこそ、こんなすばらしい今があるのだ」と思ってくれるような、そういった努力

をここにいる私たち全員でしていかなければならないと考えております。 

  議員各位におかれましては、今後とも御指導賜りますとともに、篠栗町のさらな

る発展のためにともに汗をかく本柱となって御尽力いただきますよう、よろしくお

願いいたします。 

  これをもちまして、平成２４年度議会第３回定例会の閉会の挨拶とさせていただ

きます。 

  長時間、皆様、御審議ありがとうございました。そして、４年間どうもありがと
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うございました。 

○議長（今泉正敏君） これで本日の会議を閉じます。 

  これをもちまして、平成２４年第３回篠栗町議会定例会を閉会といたします。 

閉会 午前１０時４０分 
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